
【
編
著
書
】
習
侭
①
ご
貝
口
冨
亜
目
国
。
呂
○
耳
旦
○
×
肩
９
画
ａ
ｎ
胃
‐

ず
○
ご
昌
○
〆
己
①
．
雪
、
尉
宣
Ｏ
ｐ
ｏ
曽
己
め
こ
『
ぬ
①
。
ｇ
’
↓
ロ
．
戸
戸

（
の
具
）
”
弓
ゴ
①
『
①
Ｑ
三
○
○
ｇ
ｏ
座
房
四
ｏ
ｏ
ｐ
５
『
①
茸
の
．
⑳
茸
の

茸
の
禺
尉
①
、
置
騨
シ
の
四
口
の
目
月
弔
吊
朋
》
ｚ
①
弓
唇
○
ユ
ハ
》
ご
震
．

＊
題
名
中
に
書
名
が
出
現
す
る
場
合
は
、
引
用
符
震
ゞ
〕
で
囲
み

イ
タ
リ
ッ
ク
体
を
便
用
し
な
い
。

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
字
句
の
訂
正
に

留
め
、
組
版
面
積
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
改
変
や
、
そ
の
他
の

組
み
替
え
は
認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ

と
。
期
日
ま
で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
五
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
一
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
第
一
頁
の
上
方
に
部
数
を
朱
書
す
る
こ
と
。

一
○
原
槁
の
送
り
先

一
工
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

｜
編
Ｉ
陰
後
日
園
Ｉ
１
Ｊ

年
祭
が
催
さ
れ
た
。
先
生
は
一
九
四
一
～
二
年
日
本
医
史
学
会
の
第
四

代
理
事
長
を
務
め
た
方
で
、
「
医
家
先
哲
肖
像
集
」
二
九
三
六
）
と
い
う

名
著
が
あ
る
。
本
業
は
今
日
で
い
う
放
射
線
科
の
教
授
だ
が
、
当
時
の

慶
應
義
塾
大
学
で
は
理
学
的
診
療
科
と
呼
ん
で
い
た
。
い
か
に
も
画
像

医
学
の
専
門
家
ら
し
く
、
画
像
か
ら
医
学
の
歴
史
を
展
開
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
第
八
代
理
事
長
の
大
島
蘭
三
郎
先
生
（
一
九
○
八
～
）
を
医
史
学

に
引
入
れ
た
恩
師
で
も
あ
る
。

こ
の
先
生
の
経
歴
を
追
っ
て
い
る
う
ち
に
、
第
三
代
理
事
長
の
富
士

川
勝
先
生
（
一
八
六
五
～
一
九
四
○
）
へ
の
追
悼
文
が
出
て
き
た
。
日
本

医
史
学
会
の
一
九
四
○
年
当
時
の
機
関
誌
は
「
中
外
書
事
新
報
」
と
い

う
名
で
今
の
よ
り
大
き
い
菊
判
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
後
の
号
に
載
っ
て

い
た
。
翌
年
、
つ
ま
り
藤
浪
先
生
が
理
事
長
に
な
っ
た
時
か
ら
Ａ
五
判

の
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
五
十
年

を
越
え
る
歴
史
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

学
会
誌
も
時
代
と
共
に
変
っ
て
い
く
。
最
近
で
も
表
紙
が
色
つ
き
の

絵
に
な
っ
た
り
、
編
集
方
針
や
組
み
方
な
ど
目
立
た
ぬ
所
に
も
変
化
が

あ
り
、
会
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
役
に
立
つ
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

こ
こ
へ
来
て
ま
た
大
き
な
変
革
が
起
き
た
。
そ
れ
は
電
算
写
植
と
い

う
印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
投
稿
が

多
く
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
進
め
て
フ
ロ
ッ
ピ
ー
で
の
投
稿
の
時
代
に
進

ん
で
き
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
投
稿
規
定
を
検
討
中
で
あ
る
。

（
大
村
敏
郎
）

▼
一
九
九
二
年
十
一
月
、
藤
浪
剛
一
先

生
（
一
八
八
○
～
一
九
四
三
の
没
後
五
十
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